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日本選挙学会 

２００８年度第３回理事会議事録 

 

日時：2008 年 12 月 6 日（土）14:00～17:00 

場所：慶應義塾大学・三田キャンパス・研究室棟 7 階 745 号室 

出席者：川人理事長、増山事務局長、荒木・池谷・今井・岩渕・川戸・河崎・河村・河野・谷・玉

井・三船・森・山田・吉野（以上、理事）、山田（以上、監事）、森、名取、高安（以上、幹事） 

 

議題： 

◎ 確認事項 

前回議事録の確認が行われた。 

  

◎ 報告事項 

１．各委員会の活動状況について 

企画委員会：岩渕 2009 年度委員長より、2009 年度大会の企画がほぼ固まったことから企画内容の

概要に関する報告があった。ポスター報告については１件の応募があるのみであったため追加募集

をしたことが報告された。荒木理事（企画委員）より、分科会 A の企画について辞退の申し出があ

り、企画委員会で再調整を行うこととして理事会で了承された。 

編集委員会：河村 24 号担当委員長より、投稿論文数と査読の進捗状況について報告があった。玉

井 25 号担当委員長より、2009 年 3 月 4 日から原稿依頼を開始すること、25-1 号の特集を 1 つから 2

つとすること、査読論文については 9 月末までに査読を通過し編集委員会で認められた論文を掲載

する予定であることが報告された。 

文献委員会：吉野 2009 年度委員長より、本年度から業績一覧をウェブで公表することになってお

り、公表のプロセスについて今後事務局と調整を行うという報告があった。 

選挙管理委員会：増山事務局長より、選挙管理委員会では理事選出規定の見直しを進めるべく最

初の会合を開き、3 月の理事会を目途に案を提示することが報告された。 

 

２． 2009 年度総会・研究会の開催について（同志社大学） 

西澤 2009 年度大会委員長に代わり、増山事務局長より、懇親会を京都ブライトンホテルで行う予

定であること、総会・研究会の開催される週末が葵祭と重なるため、宿泊施設の早めの確保を会員

に周知する必要のあることが報告された。 

 

３．2010 年度総会・研究会の開催について（明治大学） 

増山事務局長より、明治大学での開催に向けて準備が順調に進んでいることが報告された。 

  

４．学会 HP について 

名取幹事より、新しい学会 HP の立上げと利用の仕方について説明があり、さらに増山事務局長

より、学会 HP の充実を図ることで学会に係る紙媒体が削減方向であることの説明がされた。  

これに対し、新しい情報については電子メールでも送信してほしいこと、パソコンを使えない会

員への配慮の必要があることなどが議論で提起された。 
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５． 電子ジャーナルについて（経過報告） 

増山事務局長より、2008 年 10 月 30 日付で JST と覚書を交わしたこと、『選挙研究』1～22 号が電

子アーカイヴの公開サイトに載ること、年度末を目途にその完成と新年度からの公開を目指すこと

が報告された。また 23 号以降の電子化の手続きは J-STAGE で手続きを進めていることが説明され

た。なお、24-1 号からは学会の自費による PDF 化の必要が生じることも説明された。 

  

６．韓国選挙学会派遣について 

谷理事より、11月 14 日に延世大学で開催された韓国選挙学会に出席したことの報告があり、その

際、前任者からの引継ぎと説明が必要であること、費用に関する統一性がないことなどが指摘され

た。費用に関しては今後の検討課題とされた。 

 

◎ 審議事項 

７．学会予算について 

増山事務局長より、各委員会の支出については従来どおり渡し切りとし、各委員長は領収書を保管

して支出の透明性を確保するとともに、残額がある場合は事務局に返却する方針が確認された。 

 

８． 学会賞の設置について 

事務局長より、要綱案と非公開の覚書について説明があった。ポスターでの受賞については『選挙

研究』での周知、報告については『選挙研究』に自動的に掲載することで合意された。また、懇親

会への出席を受賞資格の条件とする方向で一致した。選考委員は会員とし、選考委員長は理事長推

薦とされた。選考委員長については川人理事長より、河野理事が推薦され、承認された。 

 

９．その他 

（１）入退会申請者について 

9 名のうち 8 名については入会が承認されたが、1 名については大学院生と政治家を兼務することか

ら、事務局長より入会意図の確認を行うこととされた。 

（２）ニューズレターの会員情報について 

 ニューズレターに載せる会員情報に関連して、入会者については氏名と所属、退会者については

氏名のみを載せることで合意された。 

（３）東京大学社会科学研究所より、データ・アーカイヴの「共同利用・共同研究拠点」への推薦

を川人理事長に理事長の資格で求める依頼があり、これに関して認める方向で合意された。 

（４）2011 年度大会開催地について 

現在、決定に至っていない候補地について理事会で検討された。 

 

以上 

 

 

次回理事会予定 

日時：2009 年 3 月 7 日（土）13:30~16:30 

場所：慶應義塾大学・三田キャンパス・研究棟 7 階 745 号室 


